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　胆石症は common disease であり，消化器の日常診療で遭遇する機会が多い．「胆石
症診療ガイドライン」も発表されている．胆囊結石に対しては腹腔鏡下胆摘術で，胆管
結石に対しては ERCP で治療すればよいと，肝内結石症を除けば胆石症診療はほぼ解
決された分野であると考えがちである．
　しかし，検討・改善すべき点がまだ多い．無症状の胆囊結石については治療の必要
はないとされているが，どの程度の有症状例まで手術を行ったらよいか，とくに高齢
者や併存症を有する患者での治療をどうするかという問題がある．総胆管結石の治療
は内視鏡によることが一般的であるが，内視鏡的乳頭括約筋切開術（EST）のほかにも
種々の方法が行われる．経皮的治療，さらには外科的治療も行われている．症例ごと
に適切な治療法を選択する必要があるが，治療方針は施設間で統一されていない．
　肝内結石症はいまだに難治性の疾患であり，発生機序・病態も十分に解明されてい
ない．診療にあたっては，高率に合併する胆管癌の予防に留意する必要がある．内視
鏡治療が発達してきたが，外科手術が必要な症例もまだ多い．
　Common disease であればこそ，十分な知識が必要である．本特集では，現時点で
の胆石症の診療方針について解説し，今後解決すべき問題点も明らかにした．
 （杉山　政則）

編集後記

2026/09/12 14:20:58


